
４ 月 定 例 教 育 委 員 会  会 議 録 

 

 

１  開 催 日  令和５年４月６日（木） 

 

２  開 催 場 所  市役所南館 301会議室 

 

３  出席した委員  小南教育長、溝口委員、播委員、坂元委員、土屋委員 

 

４  出席した職員  織田教育総務部長、桐山教育指導部長、 

    稲岡教育総務部次長、杉本教育指導部次長、 

    福島教育指導部公民館統括担当参事、 

松尾教育指導部学校教育担当参事、 

井上教育指導部部活動地域移行調整担当参事、 

今津教育指導部青少年育成担当参事、 

衣笠教育指導部教職員研修担当参事、 

福本教育総務課長、松尾学務課長、梅野社会教育課長、 

真鍋学校教育課長、藤尾青少年育成課長 

    吉田教育総務課副課長、竹内教育総務課管理調整係長 

 

５  傍   聴   者  ０人 

 

６  議事の要旨 

 

○  開   会       午後２時 00分 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

      播委員に決定 

 

○  ３月臨時教育委員会（第１回）及び３月臨時教育委員会（第２回）の会議録報告承認

のこと 

    （事務局より会議録朗読報告） 

３月臨時教育委員会（第１回）については承認 

３月臨時教育委員会（第２回）については訂正を行う 

 

○ 会議公開の可否決定のこと 

全ての議事を公開することに決定 

 

 

 

 

 



（専決報告） 

１ 学校医の解嘱及び委嘱について 

（教育総務部次長から説明） 

承  認 

 

委  員 ： 担当する学校園について、同一中学校区内で同じ先生が重ならない

ような決まりがあるのか。 

 

事 務 局 ： 学校医については、加古川医師会に学校毎に推薦の依頼をしており、

開業している場所等を踏まえて決定されていると考えている。 

 

委  員 ： 同一中学校区内で、同じ学校医が重ならないように決定されている

訳ではない。 

また、資料について、対象者氏名の右側に診療科を記載してもらい 

たい。 

 

委  員 ： 学校薬剤師の活動内容や貢献についても、子ども達に伝わるように

広報してほしい。 

 

 

２ 加古川市社会教育推進員の委嘱について 

（教育指導部参事から説明） 

承  認 

 

教 育 長 ： 今回の委嘱者を含めて、社会教育推進員は合計何名になったのか。 

 

事 務 局 ： 現在の委嘱者数は、341名である。 

 

 

３ 加古川市少年愛護センター運営協議会委員の委嘱について 

（教育指導部参事から説明） 

承  認 

 

委  員 ： 新たな委嘱者は全員新任なのか。 

 

事 務 局 ： ＰＴＡ連合会からの委員は新任である。 

 

委  員 ： 少年愛護センターで取扱う内容も変化しており、よりよい対応を期    

待している。  

 

   事 務 局 ： 今年度は青少年育成課の体制を見直し、副課長が教育相談センタ 

ー所長を兼任し、その下部に少年愛護センター所長を配置することで 



教育相談センターと少年愛護センターの連携を深める組織作りをして 

いる。 

 

 

（協議事項） 

１ 学校運営協議会委員の委嘱について 

（教育指導部参事から説明） 

原案可決 

 

委  員 ： 地域コーディネーターに対しては研修があると聞いたが、学校運営 

協議会では研修はあるのか。  

 

   事 務 局 ： 委員全員が参加する全体研修はないが、地域コーディネーターと学

校運営協議会委員を含めた研修は昨年 12月に実施した。 

 

   委  員 ： どこの学校運営協議会からも最低１人は研修を受けることになって

いるのか。 

 

   事 務 局 ： 地域コーディネーターが入っていない学校運営協議会からも参加で

きるような形で研修を実施している。 

 

   委  員 ： コーディネーターは校区に１人ではなく、２、３人いてもいいと思

う。 

 

   委  員 ： 学校運営協議会の導入による成果はすぐに出るものではないが、今

後、分かりやすい成果が出た事例があれば報告してもらいたい。 

  

○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

５月 11日（木）午後２時から開催することに決定 

 

 

○ 教育総務部長諸報告 

（１）令和４年度学校園への不審者等情報提供件数について 

令和４年度は、学校園に対して、不審者・変質者等の情報を合計 40件発信した。 

 

委  員 ： 不審者情報については、警察と連携して対応しているのか。 

 

事 務 局 ： 警察と連携しながら対応している。 

 

委  員 ： 動物の出没情報等は情報発信しているのか。また、子どもたちに

は、動物との接し方をどのように教えているのか。 

 



事 務 局 ： 動物の出没による危険な状況があれば情報を発信している。 

       また、志方地区については動物が出没すれば緊急メールを配信し、

地元の方や教員がパトロールを行っており、児童生徒には動物に近

づかないように指導している。 

 

 （２）令和４年度学校園学級閉鎖の状況について 

    令和４年度の学級閉鎖数は、新型コロナウイルスによるものが小学校・養護学校 

で 65学級、中学校で 13学級、幼稚園で 26学級あった。インフルエンザによるもの 

が小学校・養護学校で 40学級、中学校で 13学級、幼稚園で 10学級あった。感染性 

胃腸炎によるものが幼稚園で３学級あった。 

 

  以上、２件について報告 

 

 

○ 教育指導部長諸報告 

（１）「令和５年度指導の重点」について 

   兵庫県教育委員会が第３期「ひょうご教育創造プラン」に基づき発行した「令和 

５年度指導の重点」について説明した。 

 

 （２）令和４年度研修事業実施状況の報告について 

    令和４年度研修事業実施状況について報告した。 

 

 （３）加古川市児童クラブ管理運営業務委託について 

    令和６年４月からの加古川市児童クラブ管理運営業務の委託に向けて、受託事業

者の選定をプロポーザル方式により行うことについて報告した。 

 

以上、３件について報告 

 

 

○ 閉 会   午後３時５分 


